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   Abstract   This paper attempts an exploratory analysis of the effects of information behavior, social support, 

and personal network structure on psychosomatic damages among local area residents in the third wave period 

of the COVID-19 pandemic in Japan. The dataset was obtained with a survey in Kochi City, Kochi Prefecture. 

To verify the relationship between psychosomatic damages and information behavior, multiple regression 

analyses were conducted with four types of damage as dependent variables. The results showed that damage 

tended to be higher among those with more active information behavior, suggesting the possibility of 

“doomstrolling”. Damage also tended to be reduced for those who received instrumental support. However, no 

effect of diversity in personal network structure was found, indicating that a closely-knit network structure may 

elicit a “pressure cooker” effect. These results suggest that, at the very least, activation of information behavior 

may have a greater effect on amplifying damage. 
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１．はじめに 

2020年1月30日に世界保健機関（WHO）は新型コロ

ナウイルス（COVID-19）感染症について「国際的に

懸念される公衆衛生上の緊急事態（PHEIC）」を宣言

し，3月11日には新型コロナウイルス感染症はパンデ

ミックであると表明した．以降，COVID-19は日本も

含め世界的な大流行となり，現在も続いている．新型

コロナ禍は人々の行動の自由を制限し，大きなストレ

スを抱えながらの生活を強いてきた．本稿は，2020年

末から2021年にかけての，日本における「第３波」に

あたる時期に行った社会調査データをもとに，新型コ

ロナ禍での心身の不調と，そのなかでの情報行動，お

よび，ソーシャル・サポートとの関連性について探索

的に分析した研究である．新型コロナ禍という未曽有

の状況下における情報行動とストレスからくる不調と

に関連性があるのか，ソーシャル・サポートはこれら

の不調を軽減する効果があるのか，について検証を行

う． 

 

２．先行研究 

ソローキンはその古典的著書（Sorokin 1942=1998）

において，疫病を災害の１つに挙げている．現在でも，

新型コロナ禍への対応として災害研究の知見が役立つ

との指摘もある（Parks 2020）．本稿では，災害研究

の知見を参照し仮説構築に役立てる． 

 

(1) 災害と情報行動 

災害時には，自己の行動決定のため，状況把握のた

めに正確な情報を迅速に入手することを希求するとさ

れる（関谷, 2012; 三浦ほか, 2016）．このような姿勢

は，マスコミュニケーション効果論における「オリエ

ンテーション欲求」に相当すると考えられよう．「オ

リエンテーション欲求」は，人々のある主題への関心

度と，その主題に関する不確実性の度合いとの組み合

わせにより，高中低の度合いが決まる．つまり，当該

者にとって関心が高く，状況の不確実性が高い場合は，

「オリエンテーション欲求」が高くなる．「オリエン

テーション欲求」が高い人は，マスコミ接触が多く，

情報獲得行動が積極的であるとされる（竹下, 1998; 

McComb and Weaver, 1973）．災害時は状況の不確実性

が高くなり，自身の身を守るための判断材料として情

報収集に積極的になる傾向が強い． 

東日本大震災の不安と情報行動の研究によると，信

じるに足る「確定的な情報」を得られず，「圧倒的な

情報不足」感をもった人々は，不安解消のためにも過

剰な情報発信と情報収集をしたという（関谷, 2012）．

さらに，これらの不安解消を「怒り」に転嫁する人も

多かったと指摘している（関谷, 2012）．これらを踏

まえ，本稿では以下の仮説を設定する． 

 

仮説1 (H1)：情報行動と心身の不調とに正の相関関係

がある 

 

(2) ソーシャル・サポート 

ソーシャル・サポートは，被災した人びとのメンタ

ルヘルスに効果的であることは多くの研究者や実践家

が認めることである（Shang et al. 2019）．米国の調査

では，パンデミック下の回復力（resilience）とソーシ
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ャル・サポートとは正の相関を示していたり (Killgore 

et al., 2020)，家族からのサポートが若者のうつ症状や

PTSD と負に相関している（Liu et al., 2020）など，メ

ンタルヘルスに対するソーシャル・サポートのプラス

の効果が指摘されている．日本においても，パンデミ

ック下のストレスとソーシャル・サポートの関連性に

ついて，子育て中の母親（木村ほか 2022）や消防職員

（畑中ほか 2022）を対象とした研究成果が発表されは

じめている．これらに共通する知見として，パンデミ

ックに伴い発生するストレスに対するソーシャル・サ

ポートの直接的／間接的な効用が指摘されている． 

これらの知見を参考に以下の仮説を設定する 

 

仮説 2 (H2)：ソーシャル・サポートを多く享受してい

る人ほど，心身の不調の程度は低い 

 

(3) パーソナル・ネットワーク 

実際の自然災害時の避難行動に対しては，フォーマ

ルな情報チャンネルに加え，インフォーマルな社会関

係によって形成される情報チャンネルからも多くの情

報を入手しているという（亀田, 2012）．ここでのフ

ォーマルな情報チャネルとは行政等による情報提供を

指し，インフォーマルな社会関係とは，個人が形成す

る親族や友人たちとの社会的ネットワークを指す．こ

のため，多様な社会的ネットワークを保持する人ほど，

多くの情報を得る可能性が高くなることが想定される． 

災害に関わるメンタルヘルスとパーソナル・ネット

ワークとの関連についてみてみると，東日本大震災発

生の５年後に被災地住民に対して行った調査では，地

域の人々の結びつきと地域住民とのコミュニケーショ

ンは主観的健康評価と正に有意であり，人々とのつな

がりがメンタルヘルスへ好影響を与えていることを示

していた（陳, 2018）．また，平常時の研究であるが，

男性は友人数が多いほど，女性は親族数が多いほど，

うつ傾向が低いとする調査結果もある（原田, 2017）． 

本稿では，多様性の指標とされるネットワークの範

囲に注目する．ネットワークの範囲とは，個人の対人

環境における多様性の度合いを意味していて

（Burt,1983），主にネットワークの規模の大きさと密

度の低さ（多様性の尺度）で測定される（Haines and 

Hurlbert, 1992; 安田,1994）．これらを踏まえ，以下の

仮説を設定する． 

 

仮説3 (H3)：ネットワークの範囲の広い人ほど，心身

の不調の程度が低い 

 

これらの仮説を検証するため，本稿では心身の不調

を従属変数とする重回帰分析を行う． 

 

３．方法 

(1) 調査 

本稿で使用するデータセットは，2020 年 11 月から

2021 年 2 月末に実施した「緊急アンケート：新型コロ

ナ禍における社会的支援」によるものである．本調査

の標本名簿は，これまで筆者が取り組んできた高知市

在住者を対象とする「家庭防災パネル調査」で作成し

たものをそのまま利用した．具体的には，2017 年およ

び 2019年に高知市選挙管理委員会の許可を得た上で選

挙人名簿より抽出した総計 2093人からなる標本名簿で

ある． 

調査票は Google Form で作成し，住所不明や回答拒

否を除いた 2004人へ調査協力を郵送し，回答してもら

った．有効回答数は 328（回答率 16.4％）であった． 

質問内容は，新型コロナ関連ニュースの情報源，新

型コロナ禍での困難性や心理的ダメージ，親しい相手

の人数・関係性・属性・ソーシャル・サポートの享受，

そして，回答者の社会的属性である． 

 

(2) 従属変数 

新型コロナ禍がもたらした心身のダメージについて，

松浦ほか (2012）による「心理的ストレス反応尺度」

の 12 項目を用いて，4 件法（1：全くあてはまらない

～4：非常によくあてはまる）により質問している．

これらの項目は「抑うつ感」「易怒感」「疲労感」

「身体不調感」の 4 つに分類される．それぞれを測定

する質問 3 項目ごとに合算して合成した変数を従属変

数とする（表 1 を参照）．それぞれの合成変数のαは

0.85から 0.91で良好であった． 

 

(3) 独立変数 

(a) 新型コロナ関連情報入手源 

アンケートの質問では，新型コロナ関連情報の入手

源について，1.高知新聞（地元紙），2.全国紙，3.テレ

ビ，4.ラジオ，5.ネットのニュースサイト，6.高知県な

どの行政サイト，7.SNS（Twitter や Facebook など），

8.友人・知人からのクチコミ，9.その他の選択肢から

当てはまるものを選んでもらっている．このうち，平

均値が 0.2 を下回る 2.全国紙，4.ラジオ，9.その他を除

いた変数を回帰式へ投入する． 

(b) ソーシャル・サポート 

ソーシャル・サポートについては，House (1981)を

参考に，道具的，情報的，情緒的，評価的の４つを想

定し，それぞれに関連する質問を３項目設定し，誰か

ら（どのような関係性の相手から）当該サポートを得

ているかを質問している．各項目のサポートを得てい

る関係種類数が，ここでの得点となる．各種サポート

に関する３項目を合算した変数を，ソーシャル・サポ

ート変数として回帰式へ投入する．各種サポートのα

は，道具的サポート（α=0.83)，情報的サポート（α

=0.90），情緒的サポート（α=0.92），評価的サポー

ト（α=0.93）と良好であった． 

(c) パーソナル・ネットワーク 

本稿で扱うパーソナル・ネットワークは，コア・ネ

ットワークと呼ばれるものである．コア・ネットワー

ク（core networks）は，コア・ディスカッション・ネ

ットワーク（core discussion network）と同様であり，

特定の個人が繋がっている「重要な事柄」を「相談す

る」相手の集合を意味していて（Marsden, 1987），親

密性のパーソナル・ネットワークの一つと考えられる． 

アンケートでは，重要な事柄を相談する相手の人数
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については任意回答として，その上位５名までについ

てはネームジェネレーター方式で質問している． 

規模については，相談相手について任意回答した人

数をそのまま使用する．密度については，ネームジェ

ネレーターで得た回答より，コア・ネットワークを構

成するアルター1間の実紐帯数を，最大可能な紐帯数

で割ったものを変数として使用する． 

また，コア・ネットワークの性別構成について，ア

ルターがエゴ（回答者）と同性か異性であるかによる

E-I-Index (Krackhardt and Stern, 1988) を算出して使用す

る．E-I Index とは，External (ここではエゴと異性のア

ルター数) からInternal (ここではエゴと同性のアルター

数) を引いたものを，External とInternal の人数の合計

で割った値となる．E-I Indexはホモフィリー（同類性）

の指標でもあり，-1から+1までの値をとり，-1はアル

ターすべてが同性であり，+1はアルターすべてが異性

であることを意味する．さらにソーシャル・サポート

などは親族比率の影響が指摘されており（Hurlbert et 

al., 2000），コア・ネットワークの親族比率も回帰式

へ投入する． 

 

(4) 統制変数 

回答者の基本属性として，性別ダミー（0：男, 1：

女），年代（2：20代～7：70代まで）を投入する．ま

た，社会経済的地位（SES）として，教育年数，仕事

（0：無職，1：非正規，2：自営・正規），年収（0：

なし～6：1101 万円以上）を正規化したものを主成分

分析して得られた主成分得点を回帰式へ投入する．さ

らに同居家族ダミー（0：なし, 1：有り），および，

配偶者ダミー（0：なし, 1：有り）も回帰式へ投入す

る． 

なお，独立変数および統計変数の基礎統計量は表 2

として，相関表は表 3として文末に掲載している． 

 

４．結果・分析 

「抑うつ感」「易怒感」「疲労感」「身体不調感」

の４つの心身ダメージを従属変数とする重回帰分析を

実施した結果が表４である．分析には SPSS 25 を使用

した． 

 

(1) 「抑うつ感」に対する分析結果 

「抑うつ感」に対して 5%水準で統計的に有意とな

ったのは，「道具的サポート」と性別，社会経済的地

位（SES）であった．10％水準では，高知新聞（地元

紙），情報的サポート，そしてジェンダーE-I Index で

あった．道具的サートは抑うつ感に対して負に相関し

ており，道具的サポートを受容している人ほど，抑う

つ感が軽減していた．一方で，情報的サポートを享受

する人ほど，抑うつ感は高まっていた．また，高知新

聞（地元紙）を読んでいる人ほど，抑うつ感が高い傾

向にあった．さらに，コア・ネットワークのジェンダ

ー構成において，異性が多いというジェンダー多様性

が高いほうが，抑うつ感が高い傾向にあった． 

回答者の社会的属性としては，女性で社会経済的地

位の低い人において抑うつ感が高い傾向にあった． 

 

(2) 「易怒感」に対する分析結果 

「易怒感」を従属変数とする重回帰分析は，回帰式

が統計的に有意とならなかった． 

 

(3) 「疲労感」に対する分析結果 

「疲労感」に対しては，10％水準で，SNS と密度と

が正に，道具的サポートは負に相関していた． 

社会的属性としては，女性のほうが男性よりも疲労

感は高い傾向にあった． 

 

(4) 「身体不調感」に対する分析結果 

「身体不調感」に対しては，5%水準で行政 HP が正

に，道具的サポートが負に相関していた． 

社会的属性においては，女性で社会経済的地位が低

い人のほうが，身体的不調感は高い傾向にあった． 

 

抑うつ感へは地元紙が，疲労感や身体不調感におい

ては，SNS や行政 HP が正に相関していて，仮説 1 を

部分的に支持した．ソーシャル・サポートについては，

道具的サポートがほぼすべてのダメージに対して負に

相関しており，仮説 2 を概ね支持した．パーソナル・

ネットワークについては，密度が疲労感に対して正に

相関していて，そのほかにおいては統計的に有意とな

らず，仮説 3は支持されなかった．  

 

５．考察 

新型コロナに関する情報行動は抑うつ感，疲労感，

および身体不調感に対して正に相関しており，情報行

動の活性化がこれらのダメージへ影響していることが

示唆された．これは，災害時のオリエンテーション欲

求が高まったことで，情報行動を活発化し，結果とし

て疲労感や身体不調感が高まったと考えられる．ま

た，地元紙，SNS，行政 HPなどのプル型の情報源が

正に相関していたことから，これらのダメージの高ま

りは，「ドゥームストローリング (doomstrolling)」 

(Price et al., 2022; Ytre-Arne,2021) の影響の可能性も考

えられる．ドゥームストローリングとは，COVID-19

パンデミック関連の情報の閲覧後に，ネガティブな感

情が高まることをいう (Price et al., 2022)．つまり，ソ

ーシャルメディアなどを通じて，コロナ関連情報に積

極的に接触したことが，疲労感や身体不調感につなが

ったのではないか，というものである． 

ソーシャル・サポートにおいては，道具的サポート

がほとんどすべてのダメージに対して負に相関してお

り，ダメージの軽減に有効であることが示された．こ

れらの結果は先行研究と整合的であった． 

コア・ネットワークにおける範囲の多様性の影響は

見られなかった．ただし，抑うつ感に対しては，ジェ

ンダー多様性が正に影響していて，異性とのつながり

が多いと抑うつ感は増加する可能性を示唆していた．

先行研究では，道具的サポートにおいて男性同士の授

受が多い傾向にあるという（Monnier et al., 1998; Olson 

and Shultz, 1994; Hirdes and Strain 1995）．情緒的サポ

ートにおいては，女性のほうが多く享受していて，ま
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た女性は，異性からの情緒的サポートを求めることは

稀であるという（Wellman and Wortley, 1990: 578）．

このような知見を考慮すると，コア・ネットワークに

おいてジェンダー・ホモフィリー（同性比率）が高い

ほど，サポートを多く享受する傾向にあり，ダメージ

の低減の効果を得ている可能性が高い．このため、逆

に、異性の比率が高まるとサポートが減少し，抑うつ

感が抑制されないため、増加傾向を示していたと考え

られる． 

一方で，コア・ネットワークの密度が疲労感に対し

て正に相関しており，緊密なコア・ネットワークを保

持する人ほど疲労感が高まる傾向を示していた．この

ことは，いわゆる「圧力釜効果」を起こしている可能

性を示している．圧力釜効果とは，不安感を持つ者同

士が相互作用を行うことで，さらに不安感が高まるこ

とをいう（Hobfoll and London,1986）．つまり，誰も

がパンデミックのストレスから逃げられないなかで，

緊密なパーソナル・ネットワークに埋め込まれている

人ほど，互いの不安感が相乗効果のように高まり，疲

労感が高くなったと考えられる． 

 

６．おわりに 

本稿では，COVID-19 パンデミック第３波における

地方都市住民の心身ダメージに対する情報行動，ソー

シャル・サポート，および，パーソナル・ネットワー

ク構造の影響について探索的分析を試みた．分析の結

果，情報行動の活発な人ほどダメージは高い傾向にあ

り，ドゥームストローリングの可能性も示唆した．ま

た，道具的サポートを享受している人ほど，ダメージ

は低減される傾向にあった．ただし，パーソナル・ネ

ットワーク構造の多様性の効果は見出されず，緊密な

構造は圧力釜効果を引き出す可能性を示した．これら

の結果より，少なくとも情報行動の活発化は，ダメー

ジを増幅させる効果のほうが高い可能性が示唆された． 

本調査では一部の情報源と一部の心理的ストレス反

応が関連していたが，なぜ「地元紙と抑うつ感」，

「SNS と疲労感」，「行政 HP と身体不調感」という

組み合わせなのか，については未だ解明できていない．

なぜ，このような違いを生み出すことになったのかつ

いては，今後の課題としたい． 
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補 注 

1 社会ネットワーク分析では，特定の行為者をエゴ（ego），

そのエゴと直接的につながった行為者をアルター（alter）

と呼ぶ（Crossley et al., 2015）． 
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M SD Min Max α

抑うつ感 5.55 2.254 3 12 .876

易怒感 4.58 1.920 3 12 .851

疲労感 4.73 1.965 3 12 .905

身体不調感 5.41 2.299 3 12 .885

M SD Min MAX

高知新聞（地元紙） 0.52 0.501 0 1

テレビ 0.86 0.345 0 1

ネットのニュースサイト 0.73 0.445 0 1

行政HP 0.33 0.470 0 1

SNS 0.24 0.426 0 1

口コミ 0.32 0.468 0 1

道具的サポート 4.02 2.164 0 12

情報的サポート 5.01 3.066 0 17

情緒的サポート 5.30 2.927 0 15

評価的サポート 4.96 3.118 0 17

規模 3.52 2.627 0 20

密度 0.48 0.429 0.00 1.00

ジェンダーE-I Index -0.53 0.568 -1.00 1.00

親族比率 0.19 0.324 0.00 1.00

女性ダミー(男=0, 女=1) 0.55 0.498 0 1

年代(20～70代) 4.55 1.396 2 7

社会経済的地位(SES) 0.00 1.000 -2.59 2.23

同居家族ダミー(無=0, 有=1) 0.84 0.369 0 1

配偶者ダミー(無=0, 有=1) 0.61 0.488 0 1

表１．従属変数：各種ダメージの基礎統計量　（N=328）

表２．独立変数の基礎統計量 (N=328)
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

 1.高知新聞（地元紙） 1.00

 2.テレビ 0.16 ** 1.00

 3.ネットのニュースサイト -0.07 0.04 1.00

 4.行政HP 0.08 -0.02 0.18 ** 1.00

 5.SNS -0.06 -0.21 ** 0.03 0.07 1.00

 6.口コミ 0.08 0.16 ** 0.17 ** 0.14 ** 0.18 ** 1.00

 7.道具的サポート 0.01 0.15 ** 0.17 ** 0.15 ** 0.00 0.23 ** 1.00

 8.情報的サポート 0.08 0.14 * 0.21 ** 0.15 ** 0.05 0.37 ** 0.65 ** 1.00

 9.情緒的サポート 0.01 0.16 ** 0.22 ** 0.23 ** 0.00 0.28 ** 0.63 ** 0.63 ** 1.00

10.評価的サポート 0.09 0.17 ** 0.18 ** 0.14 * 0.09 + 0.35 ** 0.64 ** 0.79 ** 0.73 ** 1.00

11.規模 0.11 * 0.21 ** 0.05 0.16 ** 0.04 0.24 ** 0.34 ** 0.37 ** 0.36 ** 0.39 ** 1.00

12.密度 0.10 + 0.04 -0.03 -0.01 -0.04 0.01 0.15 ** 0.10 + 0.15 ** 0.14 * 0.30 ** 1.00

13.ジェンダーE-I Index -0.04 -0.03 -0.10 + 0.03 -0.03 -0.13 * -0.12 * -0.17 ** -0.10 + -0.17 ** -0.16 ** -0.16 ** 1.00

14.親族比率 0.13 * 0.03 0.06 0.00 -0.11 * -0.03 0.04 0.05 0.06 0.02 0.08 0.22 ** 0.13 * 1.00

15.女性ダミー 0.15 ** 0.09 0.02 0.14 * 0.01 0.21 ** 0.13 * 0.18 ** 0.19 ** 0.15 ** 0.23 ** 0.08 -0.32 ** 0.09 1.00

16.年代(20～70代) 0.31 ** 0.14 * -0.18 ** -0.08 -0.24 ** -0.09 -0.13 * -0.10 + -0.14 * -0.11 + 0.00 0.08 0.02 0.13 * -0.11 * 1.00

17.社会経済的地位( 0.06 -0.03 0.21 ** 0.26 ** -0.04 0.00 0.21 ** 0.21 ** 0.22 ** 0.21 ** 0.11 * 0.00 0.03 -0.02 -0.08 -0.27 ** 1.00

18.同居家族ダミー 0.05 0.14 * 0.10 + 0.09 + -0.01 0.11 * 0.25 ** 0.24 ** 0.23 ** 0.20 ** 0.07 0.10 + -0.14 * 0.11 * 0.12 * -0.07 0.11 + 1.00

19.配偶者ダミー 0.03 0.16 ** 0.13 * -0.02 0.00 0.00 0.23 ** 0.23 ** 0.19 ** 0.21 ** 0.01 0.07 -0.12 * 0.18 ** -0.04 0.14 * 0.12 * 0.50 ** 1.00

表３．独立変数・統制変数の相関表

注：** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

B B B B

定数 4.19 *** 3.55 4.08 *** 4.51 ***

情報源因子

高知新聞（地元紙） .52 † .34 .34 .26

テレビ -.14 .01 -.14 .62

ネットのニュースサイト .47 .34 .16 .31

行政HP .04 .08 .13 .64 *

SNS .31 .22 .52 † .46

口コミ .02 .10 .21 .37

ソーシャルサポート

道具的サポート -.23 ** -.12 -.12 † -.25 **

情報的サポート .13 † .06 .07 .05

情緒的サポート .03 -.03 -.07 -.11

評価的サポート -.04 .02 .04 .10

コア・ネットワーク特性

規模 -.00 -.04 -.01 -.05

密度 .36 .28 .48 † .21

ジェンダーE-I Index .42 † .02 .29 .15

親族比率 -.62 -.53 -.02 -.22

統制変数

女性ダミー(男=0, 女=1) .77 ** .28 .55 † .69 *

年代(20～70代) .17 .06 .03 -.07

社会経済的地位(SES) -.28 * -.19 -.15 -.28 *

同居家族ダミー(無=0, 有=1) -.13 .28 .34 .87

配偶者ダミー(無=0, 有=1) .36 .39 -.25 -.30

Adjusted R 2 .065 ** .013 .039 * .10 ***

N 328 328 328 328.00

　　　年代の二乗項はすべてのモデルで統計的に有意とならず、モデルから省いた

VIFはすべてのモデルにおいて4.00を下回っており、多重共線性はないと判断した

表４．各種心身ダメージを従属変数とする重回帰分析

抑うつ感 易怒感 疲労感 身体不調感

注）　***: p  < .001, **: p  < .01, *: p  < .05. †: p  < .10


